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第4回足例会障9月17日何9月27日]

平成3年 第4回 定例会が9月 17

日に招集され、平成3年 度小浜市一

般会計補正予算 (第3号 )を はじめ、

講案 17件 、請願 1件 、陳情3件 、

意見書案4件 の審査可決をして27

日に開会しました。

一 般 会 計
(補正額)

5億 9′667万 円
(総 額)

1 2 7億 2′865万 円

特 別 会 計
(補正額)

2億 8,186万 円
(総 額)

66億 8,346万 円

企 業 会 計
(補正額)

4 , 3 9 9 万円
(総 額)

7億 9′588万 円

補
正
予
算
な
ど
十
七
議
案
可
決

ヽ
平
成
三
年
第
四
回
小
浜
市
議
会

定
例
会
が
九
月
十
七
日
に
招
集
さ

れ
、

会
期
を
二
十
七
日
ま
で
の
十

一
日
間
と
決
定
し
、

直
ち
に
審
議

に
入
り
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、

平
成
三
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
二
号
）

を
は
じ
め
、

十
七
議
案
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

十
七
日
に
は
、

議
案
十
七
作
を

総
務
、

建
設
、

産
業
経
済
、

教
育

民
生
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
し

翌
十
八
日
を
休
会
す
る
こ
と
と
し

て
散
会
し
ま
し
た
。

十
九
日
、

二
十
日
の
両
日
は
本

会
議
が
再
開
さ
れ
、

九
議
員
が
市

政
全
般
に
つ
い
て
、　

一
般
質
問
を

行

い
ま

し
た

。

二
十

一
日
か
ら
二
十
六

日
ま
で

を
休
会

と

し
、

そ

の
間

に
委
員
会

を
開
催

。
二
十
七
日
に
本
会
議
を

再

開

し
、

ま
ず

、
請
願

一
件
、

陳

情

一
件
を

閉
会
中

の
継
続
審
査
と

し
、

続

い
て
各
常
任
委
員
長
か
ら
、

付
託
案
件
に
つ
い
て
の
審
査
経
過
、

結
果
が
報

告
さ

れ
ま

し
た
。

委
員

長
報

告

に
対
す

る
質
疑
、

討
論

、
採
決
を
行

い
、

付
託
さ
れ

ま

し
た
全
議

案

に

つ
い
て
は
、

原

案
ど
お

り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

引

き
続

い
て
、

深
谷
建
設
常
任

委
員

長
か
ら

「
第

八
次
治
水
事
業

五
箇
年

計
画

の
策
定

に
関
す

る
意

見
書
」

、
坂
下
産
業
経
済
常
任
委

員
長
か
ら

「
第

八
次
治
山
事
業
五

箇

年
計
画

の
策
定

に
関
す

る
意
見

書
」

、
森

下
総
務
常
任
委
員
長
か

ら

「
官
公
労
働
者

の
早
期
賃
金
決

定

と
労
働
時

間
短
縮

を
求

め

る
意

見
書
」

、

「
日

・
朝
国
交
正
常
化

の
早
期
実
現
を
求

め

る
意
見
書
」

が

そ
れ
ぞ
れ
提
出

さ
れ
、

採
決

の

結

果

、
原

案

ど

お

り

可
決

し

、

関
係
機

関

に
意
見
書
を
送
付

し
ま

し
た
。

最
後

に
、

教
育
委
員
会
委
員

の

人
事
案
件
が
提
出

さ
れ
、

採
決

の

結
果

、
全
会

一
致
を
も
ち
ま
し
て

同
意

。
今
定
例
会

に
付
議
さ
れ
ま

し
た
事
件
を
全

て
議

了
し
閉
会

し

ま
し
た

。
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【2】市議会だよ り

―

9月 定例会の一般質問は、9月 19日 、20日

に行 なわれ、岡議員、宮崎議 員、松尾 議員、岡

尾議員、小川議員、石 野議員、新会議員、粕手

議員、河端議員の 0議 員が、市政 各般 につ いて

質問 を行 い ま した。

(質問 と答弁の主 な要 旨は次の とお り)

Ｑ
齢語
饗
数
葬
効

本
年
度
か
ら
第
二
次
小
浜
市
総

合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

第

二
次
総
合
開
発
計
画
の
目
標
達
成

状
況
を
い
か
に
検
証
さ
れ
た
の
か
。

校
証
に
伴
い
、

ど
の
よ
う
な
部

分
を
継
承
す
べ
き
と
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

十
年
間
の
足
跡
と
し
て
非
常
に

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
成
果

を
自
書
等
に
よ
り
報
告
願
い
た
い
。

総
合
計
画
は
、市

の
将
来
の

あ
る
べ
き
姿
と
長
期
的
な

発
展

の
方
向

を
明
ら
か

に
し
、

市

民
と
行
政

が

一
体

と
な

っ
て
計
画

的

な
ま
ち
づ

く
り
を
行

う
た
め

の

指
針
と
な

る
も

の
で

あ

る
。

こ
の
た

め
、

第

二
次
結
合

開
発

計
画

の
達

成
状
況

に

つ
い
て
は
、

計
画

が
市

の
進

む

べ
き
方
向
性
を

示

し
た
も

の
で

あ
り
、

数
字
で
表

れ

て
く

る
べ
き
性
格

の
も

の
で

は

な

い
と
考

え

て
い
る
。

し
か

し
な
が

ら
、

振

興
計
画

の

中
で

ハ
ー

ド
面

に
限

っ
て
は
、

お

お
よ

そ

の
達

成
率
を
把
握

し

て

い

る
。第

二
次
総
合
計
画

の
策

定

に
あ

た

っ
て
は
、

現
状
分
析

を
行

い
課

題

と
問
題
点

を
拾

い
あ
げ

、

そ
れ

を
ベ
ー

ス
に
し
た

。

総
合

計
画

は
当
然
継

続

す

べ
き

も

の
て
あ

り
、

今
後

と

も
第

二
次

と
第

二
次

の
整
合
性
を
図

り
な
が

ら
市
政
を
運
営

し
て
ま
い
り
た

い
。

な
お
、

第

二
次
総
合

開
発
計
画

の
成
果

に

つ
い
て
は
、

庁
内

に

て

検

討
を
行

い
、

近

く
白
書

を

も

っ

て
お
答

え

し
た

い
。

過

去

二
年

間

、
情

報

通

信

施

設

と

し

て
オ

フ
ト

ー

ク

を

検

討

さ

れ

て

い
た

が

、

そ

果

オ

フ
ト

ー

ク

通

信

を

断

念

に
至

っ
た

経

緯

及

び

理
由

に

て
伺

い
た

い
。

た

、

オ

フ
ト

ー

ク
通

信

以

外

設

に

つ

い

て
、

ど

の
よ

う

な

を
考

え

て

い

る

の
か

。

フ
ト
ー

ク
通
信

の
検

討

に
、

も

の
歳

月
を
要

し
た

こ
と

は

り

に
も
長
す
ぎ

る
。

情
報
通
信
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
オ

フ

ク
通
信
施

設
を
検

討

し

て
き

、
機

能
面

、
維
持
管

理
面

、

地

に
お

け

る
利

用
状
況

な
ど

問
題

が
あ
り
、

総
合
的

に
判

た
場
合

、

ニ
ュ
ー

メ
デ

ィ

ア

に
即
応

し
た
も

の
と

し

て
、

住

民

に
受

け
入
れ
ら
れ

る
か

か
極

め

て
疑
間
で

あ

っ
た
。

の
た
め

、
オ

フ
ト
ー

ク
通
信

入

に

つ
い
て
は
断
念

し
た
が

、

伝
達
施

設

の
重
要
性

は
十
分

識

し

て
お

り
、

今
後

の
対
応

い
て
、

今

し
ば

ら
く
時

間
を

だ

き
た

い
。

増崎嘉長豊こ寄戦案町唇筵幕,A婆 幸才潟羅まR啓紹層Q

議
案
第
６５
号

議
案
第
６６
号

議
案
第
６７
号

議
案
第
６８
号

議
案
第
６９
号

議
案
第
７０
号

議
案
第
７‐
号

議
案
第
７２
号

議
案
第
７３
号

議
案
第
７４
号

議
案
第
７５
号

議
案
第
７６
号

議
案
第
７７
号

議
案
第
７８
号

議
案
第
７９
号

議
案
第
８０
号

請
　
願

請
願
第
１
号

陳
　
情

陳
情
第
３
号

陳
情
第
６
号

陳
情
第
７
号

平
成
３
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（第
３
号
）

平
成
３
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

（第
１
号
）

平
成
３
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
合
計
補
正
予

算

（第
１
号
）

平
成
３
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
合
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
３
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算

（第
１
号
）

平
成
３
年
度
小
浜
市
南
川
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
３
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
３
年
度
小
浜
市
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

平
成
３
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
合
計
補
正
予
算

（第
１
号
）

小
浜
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
退
隠
料
等
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

及
び
昭
和
３５
年
３
月
３．
日
以
前
に
給
付
事
由
が
発
生

し
た
退
隠
料
等
の
年
額
の
改
定
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
土
地
開
発
基
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
高
齢
者
等
福
祉
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
設
置
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

辺
地
の
結
合
整
備
計
画
に
つ
い
て

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

福
井
銀
行
旧
玉
前
支
店
に
係
る
物
件
の
取
得
並
び
に

保
存
活
用
に
つ
い
て

官
公
労
働
者
の
早
期
賃
金
決
定
と
労
働
時
間
短
縮
を

求
め
る
陳
情
書

朝

。
日
国
交
正
常
化
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書

採
択
に
関
す
る
陳
情
書

前
福
井
銀
行
玉
前
支
店
跡
地
利
用
に
つ
い
て

市
長

市

長
団
体

原
案
可
決

継
続
審
査

採
　
択

′′ 〃  〃′′  ′′

継

響 〃
査

〃 〃 〃



市議会だより【3】

Ｑ

競
躍

鵡

海

堰

卵

ら
ゆ
る
方
面
て
女
性
の
進
出
が
め

ざ
ま
し
い
。

女
性
の
意
見
を
反
映
し
た
行
政

の
推
進
な
ど
、

今
後
の
女
性
管
理

職
の
登
用
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺

い
た
い
。女

性
の
管
理
職
登
用
は
今

や
時
代
の
す
う
勢
で
あ
り
、

人
事

の
活
性
化

と

ソ
フ
ト
を
行
政

サ
ー
ビ

ス
と

い
う
観
点

か
ら
、

そ

れ
に

ふ
さ
わ

し

い
人

が
あ
れ
ば
登

用

し

て

い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

近
年

、
女

子
職
員

に
も
幅
広

い

行
政
能
力

を
養

っ
て
い
た
だ

く
た

め
、

普
通
科

、
高
等
科

と

い
っ
た

研
修

に
も
積
極
的

に
参
加

さ
せ

て

い
る
。

市
長

は

「
市
民
参
加

の
行

政
の
た
め
に
、

開
か
れ
た
市

政
と
し
て
市
民
の
声
を
聞
き
、

そ

の
声
を
行
政
に
反
映
す
る
こ
と
に

努
力
し
た
い
」と
言
っ
て
い
る
が
、

現
時
点
に
お
い
て
ど
う
い
う
方
法

て
市
民
の
声
を
聞
い
て
き
た
か
伺

い
た
い
。

ま
た
、

モ
ニ
タ
ー
制
度
や
公
聴

制
度
等
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

Ａ

輪

酌

ゲ
諏

悶

い
る
が
、

そ
の
気
持
ち
は
現
在
も

全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

各
地
区
の
行
政
懇
談
会
、

各
種

諸
団
体
と
の
懇
談
会
を
は
じ
め
、

区
長
要
望
等
に
よ
り
、

意
見
、

要

望
を
お
聞
き
し
て
い
る
。

今
後
と
も
、

市
民
の
皆
様
と
の

対
話
に
積
極
的
に
参
加
し
、

そ
れ

ぞ
れ
の
意
向
を
で
き
る
だ
け
く
み

と
り
、

行
政
に
反
映
さ
せ
た
い
。

モ
ニ
タ
ー
制
度
、

公
聴
制
度
に

つ
い
て
は
、

検
討
を
重
ね
て
い
き

た
い
。

昭
和
六
十
三
年
九
月
定
例

会
に
お
い
て
、

市
長
は
所

信
表
明
て

「市
民
参
加
の
開
か
れ

た
市
政
推
進
の
た
め
、情

報
公
開
制

度
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
す
る
。」

と
明
言
さ
れ
た
が
、

三
年
経
過
し

た
現
在
、

そ
の
進
捗
状
況
並
び
に

い
つ
頃
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

情
報
公
開
制
度
は
、

市
政

に

関
す

る
情
報

の
公
開
を
求

め
る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ

り
、

市
民
参
加
の
開
か
れ
た
市
政

の
推
進
を
図
り
、

往
民
自
治
の
よ

り
一
層
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

本
年
度
よ
り
、

情
報
公
開
の
制

度
化
に
備
え
、

文
書
保
存
方
法
を

統

一
し
、文

書
作
成
か
ら
編
さ
ん
、

保
管
、

保
存
、

廃
棄
に
至
る
一
連

の
書
類
整
理
の
流
れ
を
系
統
的
に

整
理
す
る
よ
う
公
文
書
の

「背
番

号
化
」
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
、

小

浜
市
公
文
書
公
開
等
の
制
度
化
に

関
す
る
懇
談
会
を
設
置
し
、

市
か

ら
の
諮
問
に
対
し
制
度
の
基
本
的

な
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ

き
、

答
申
願
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。そ

の
答
申
に
基
づ
き
、

小
浜
市

公
文
書
公
開
条
例
を
次
期
議
会
に

提
案
し
た
い
。

な
お
、

施
行
は
平
成
四
年
度
か

ら
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ

勝
姉
被

雛

鞠

熱

標
と
し
て
い
る
が
、

小
浜
湾
の
現

況
を
み
る
と
、

ゴ
ミ
、

生
活
排
水

河
川
か
ら
の
泥
水
等
の
影
響
が
心

配
さ
れ
て
い
る
。

市
と
し
て
、

本
質
保
全
、

ゴ
ミ

対
策
な
ど
、

環
境
保
全
対
策
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

ゴ
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
、

減
量
化

等
に
つ
い
て
、

廃
品
回
収
の
実
施

団
体
等
に
対
し
、

何
ら
か
の
助
成

が
で
き
な
い
の
か
。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
、

減
量
化

の
計
画
、

対
策
の
基
本
的
な
考
え

方
を
何
い
た
い
。

小
浜
湾

の
本
質
は
、

県
知
事

の
定

め
た
環
境
基
準

に
よ

一
番

さ
れ

い
な
水

に
適

用

意
見
書

意
見
書
案
第
３
号

意
見
書
案
第
４
号

意
見
書
案
第
５
号

意
見
書
案
第
６
号

議

案

第

８．

号

さ
れ
る
Ａ
類
型
の
基
準
で
あ
る
。

本
市
と
し
て
、

海
域
の
本
質
汚

濁
防
止
の
た
め
、

①
市
街
地
に
お

け
る
公
共
下
水
道
の
整
備
、

②
農

漁
村
に
お
け
る
集
落
排
本
設
備
の

整
備
、

③
市
民
に
対
す
る
自
然
に

や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
の
普
及
啓

発
等
を
行
っ
て
い
る
。

廃
葉
物
に
よ
る
海
域
の
汚
染
防

止
対
策
と
し
て
は
、

①
海
へ
の
ゴ

ミ
の
投
げ
捨
て
防
止
啓
発
活
動
、

②
堆
積
廃
棄
物
の
除
去
と
海
底
耕

う
ん
、③

漁
港
及
び
海
浜
の
清
掃
、

漂
流
物
の
焼
却
等
の
協
力
、

④
河

川
へ
の
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
防
止
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、

廃
品
回
収
を
実
施
し
て

再
資
源
化
を
各
種
団
体
に
呼
び
掛

け
て
お
り
、

団
体
に
対
す
る
廃
品

回
収
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
も
、

業
者
の
育
成
も
合
め
検
討
し
て
い

る
。今

後
の
廃
葉
物
行
政
、
リ
サ
イ

ク
ル
運
動
の
推
進
方
策
と
し
て
は
、

①
各
区
に
お
け
る
環
境
美
化
推
進

員
の
設
置
、

②
区
単
位
の
環
境
美

化
モ
デ
ル
区
の
指
定
、

③
市
民
美

第
八
次
治
水
事
業
五
箇
年
計
画
の
策
定
に
関
す
る
意

見
書

第
八
次
治
山
事
業
五
箇
年
計
画
の
策
定
に
関
す
る
意

見
書

官
公
労
働
者
の
早
期
賃
金
決
定
と
労
働
時
間
短
縮
に

関
す
る
意
見
書

日

・
朝
国
交
正
常
化
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

化
推
進
大
会

の
実
施

、
④
ゴ

ミ
の

分
別
資
源
化
推
進
会
議

の
開
催

、

⑤
ゴ

ミ
の
分
別
強
化
月
間
の
制
定

、

⑥

分
別
収
集

の
見
直

し
、

②
市
街

地

の
ゴ

ミ
集
積
所

の
ス
テ
ー

シ

ョ

ン
化

の
導
入

、
③
消
費

生
活
行
政

と
タ
イ

ア
ッ
プ

し
た
ゴ

ミ
の
減
量

化

、
資
源
化
対
策

、
③
生
活
環
境

ハ
ン
ド
ブ

ツ
ク

の
作
成
等

を
考

え

て
お
り
、

市

民
と
行
政
が

一
体

と

な

っ
た
ゴ

ミ

の
適
正
処

理
、

リ
サ

イ
ク
ル
運
動

を

め
ざ

し

て
い
る
。

谷
田
部

地
区

に
建
設
が
予

定
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ー
ン
セ

ー

に

つ
い
て
、

そ

の
計
画
概

び

に
財
源
措
置

は
ど

う
な

っ

る

の
か
。

存

の
処

理
施
設

に
お
け
る

い

ろ
な
問
題
点

に

つ
い
て
は
、

設

の
建
設
計
画

に
反
映

さ
れ

る

の
か

。

平
成

元
年
度

に
ク
リ
ー

ン

セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
含
め
た

十
六
年

間

の
ゴ

ミ
処

理
を
行

市
長

原
案
同
意

う

一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
を

策
定

し
た
。

ク
リ
ー

ン
セ

ン
タ
ー

の
建
設
計

画

は
、

敷

地
面
積

二
万
平
方

メ
ー

ト
ル
、

施
設
と
し

て
ゴ

〓
処

理
施

設

、
粗
大
ゴ

ミ
施
設

、
余
熱
利
用

施
設
等

を
考

え

て
い
る
。

平
だ

三
年
度

に
、

環
境

ア
セ

ス

メ

ン
ト
、

用
地
測
量

、基
本
計
画
、

平
成

四
年
度

に
、

都
市
計
画
審
議

会
諮

り
、

整
備

計
画

、
平
成
五

～

六
年
度

に
実
施
設
計

、
建
設
工
事
、

平
成
七
年
度
か
ら
供

用
開
始
を
予

定

し

て
い
る
。

財
源

に

つ
い
て
は
、

施
設
建
設

事
業
費

と

し
て
約
四
十
億
円
を
考

え

て
お
り
、

内
訳

は
国

・
県
補
助

地
方
債

、

一
般
財
源
を
想
定

し

て

い
る
。

新
施
設

に
お
け
る
改
良
点
と
し

て
は
、

①
。フ

ラ
ス
テ
ッ
ク
類

の
焼

却

に
伴

う
有
害
ガ

ス
除
去
装
置

の

設
置

、
②
余
熱
利
用
施
設

の
併
設
、

③

粗
大
ゴ

ミ
処

理
施
設

の
併
設

、

④
自
動
化

シ
ス
テ
ム
の
採
用
に
伴

う
人
員

の
省
力
化
等
を
計
画
し

て

い
る
。
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